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第 19 回 総 務 文 教 常 任 委 員 会 会 議 録 1 

開催年月日 平成28年12月８日（木曜日） 開会13時 27分 閉会14時 19分 

開 催 場 所  第一委員会室 
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１ 所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）滝川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関す条例の一 

部を改正する条例について 

 

２ その他について 

  委員長から日本航空学園の今後の取り組みについての提案がされ、委員から意見を聴 

  取した。次回以降、その内容を正副委員長で精査し、再度提案することとした。 

 

３ 次回委員会の日程について  

  正副委員長に一任することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 総務文教常任委員長  関 藤 龍 也  ○印 
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                平成28年12月６日  3 

 4 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 5 
                                              6 

 7 

                               滝川市長  前 田 康 吉  8 

 9 

   総務文教常任委員会への説明員の出席について 10 
 11 
 平成28年12月１日付け滝議第120号で通知がありました総務文教常任委員会への説明員の出席要求について、次 12 

の者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 13 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 14 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 15 
 16 

記 17 

 18 

 滝川市長の委任を受けた者 19 

総務部長   中 島 純 一 20 

総務部総務課長   鎌 田 清 孝 21 

総務部総務課長補佐  小 畑 力 也 22 

総務部総務課係長   須 藤 公 夫 23 

 24 

 25 

                              （総務部総務課総務係） 26 

 27 



 

第19回  総 務 文 教 常 任 委 員 会 28 

 29 

                              日 時 平成28年12月８日（木） 30 

                                  午後１時30分～ 31 

                              場 所 第一委員会室 32 

 33 

○ 開   会 34 

 35 

○ 委員長挨拶（委員動静） 36 

 37 

 38 

１ 所管からの報告事項について 39 

 40 

《総務部》 41 

（１）滝川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する（資料）総 務 課  42 

条例の一部を改正する条例について     43 

 44 

２ その他について 45 

 46 

３ 次回委員会の日程について 47 

 48 

○ 閉   会 49 

横山課長 

横山課長 

横山課長 
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第19回 総務文教常任委員会 50 

H28.12.8 (木)13：30～ 51 

第 一 委 員 会 室 52 

開  会 １３：２７ 53 

委 員 長 ただいまから第19回総務文教常任委員会を開会いたします。 54 

 委員動静報告 55 

委 員 長 委員動静につきましては、全員出席、傍聴として木下議員、東元議員が出席し 56 

ております。 57 

 １ 所管からの報告事項について 58 

委 員 長 それでは、早速所管からの報告事項に入らせていただきます。 59 

         総務部から（１）、滝川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児 60 

休業等に関する条例の一部を改正する条例についての説明を求めます。 61 

 （１）滝川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関 62 

す条例の一部を改正する条例について 63 

須藤係長 （別紙資料に基づき説明する。） 64 

委 員 長 説明が終わりました。 65 

 質疑ございますか。 66 

副委員長 特別養子縁組がどういう内容なのかというのが１つ。 67 

         ２つ目、介護休暇の分割取得で６カ月を３つの期間にとありますが、これは例 68 

えば１カ月とって、あと残りを半分ずつとるなど自由にとれるのか伺います。 69 

須藤係長 まず特別養子縁組ですけれども、養子縁組については普通養子縁組と特別養子 70 

縁組というものがございます。特別養子縁組というのは、原則６歳未満のお子 71 

さんを養子にする制度でありますけれども、決定的に普通養子縁組と違うのは、 72 

特別養子縁組が認められれば、実の親が戸籍から外れるということがあります。 73 

実の親子関係に準ずる安定した養子縁組ということで特別養子縁組というのが 74 

設けられております。あと、特別養子縁組をすると、よほどの理由がないと離 75 

縁ができない制度になっている点も大きな違いになっております。 76 

         もう一点の介護休暇の部分ですけれども、初回は２週間以上の介護休暇を申請 77 

していただきますけれども、あとの２回につきましてはその職員の方の介護す 78 

る状況、病状の状態によって申請をして期間を定めていただくということにな 79 

ります。あと、３つの期間ですけれども、一回決めてしまうとあとは分割で構 80 

わないということで、これが６カ月の範囲内で定めるということになります。 81 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 82 

（なしの声あり） 83 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 84 

 ２ その他について 85 

委 員 長 その他についてですが、前回の委員会でご提案させていただきました今後の日 86 

本航空学園とのかかわり等について、皆さんからいろいろご意見をいただきた 87 

いと思います。内容に入ります前に、この案件につきましては総務文教常任委 88 

員会が今中心となって、各議員の皆さんにご協力をいただきながら進めていき 89 

たいなと思っておりますが、非常に長い道のりになる案件だと思っております。 90 

そういった意味で、総務文教常任委員会委員としての任期が残り２年で、その 91 

後はどうなるのかということになります。この案件につきましては今後、総務 92 

文教常任委員会に属していただける方に引き継いでいってもらうときにも、ど 93 
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ういう経緯で進んできたのかという内容を知っておいていただきたいというこ 94 

とを、お配りしたファイルにおさめてありますので、資料が出てきたときにつ 95 

きましてはこれに保存していただいて、進めていっていただきたいなと思って 96 

おります。 97 

         今後のかかわり等についてということで、若干私からお話しをさせていただき 98 

ますが、議員任期があと残り２年で、平成29年度、30年度の２年間に関してこ 99 

ういった形で進んだらどうだろうかというご提案をさせていただきます。 100 

         １点目は、３年前からご協力いただいていますが、スカイフェスタに航空学園 101 

がブースの出展をしていただいていますので、そういったところに積極的にこ 102 

ちらからも支援をしていったらどうだろうかということ。また、庁舎内に航空 103 

学園等の調査をするような部署の設置はできないだろうか。そしてまた、滝川 104 

市民、また商工会議所等々、滝川市の皆さんにこういう活動をしていますとい 105 

う周知をしていってはどうだろうかということ。最終的に30年度に向けて、航 106 

空学園の誘致に関する部署を設置できないだろうかというようなことで進んで 107 

いけたらどうかと思っております。 108 

         ここで皆さんのご意見をお伺いします。 109 

副委員長 スカイフェスタについては、今年度も航空学園のご協力をいただいて、シミュ 110 

レーター、または売店、ＰＲブースなどをつくっていただいて盛り上げてもら 111 

ったというところもありますが、これは今、向こうのご厚意で来てもらってい 112 

ます。また、シミュレーションもこの間は３台使えるということで、すごい人 113 

気で、行列ができて予約も埋まってできない子もたくさんいたというような状 114 

況なので、これを３台また来年持ってきてもらうためには、それなりに市とし 115 

ても補助するとか、例えば運搬費をつけるとか、いろいろな措置事項をやらな 116 

ければいけないのかなと思います。なおかつ、そうすることによって、航空学 117 

園の問題というのは、簡単にすぐやろうという話にはいかないので、地ならし 118 

から１段１段階段を上るような形で長い年月がかかっていくというように思う 119 

のです。そのためのつなぎということもあります。今回登別市に議員会で行き、 120 

滝川市議会として全体で見に行ったというのは、それは大いに相手方に対して 121 

アピールにはなったのかなと思います。ちょっと戻りますけれども、スカイフ 122 

ェスタについては積極的に支援していくことが必要ではないかなと思います。 123 

委 員 長 今のお話、スカイフェスタは当然そういった形で継続的に進んでいってもらい 124 

たいなと思っています。そこで副委員長にご尽力いただいて、助成金といいま 125 

すか、そういったものも市に要請して、若干でもつけていただければなと思っ 126 

ています。今年度は、トラック２台、ワゴン車１台、人員として16名がスカイ 127 

フェスタにご協力いただきました。来年度に関しては、副委員長が言われたよ 128 

うに、シミュレーターは結構人気があって、今回視察に行って見てきたとおり、 129 

私が最初に行ったときは１台しかなかったのですけれども、新しく２台つくら 130 

れていたので、計３台。ぜひあの３台を持ってきていただいたらもっと盛り上 131 

がるかなとも思っています。 132 

         ほかにご意見お持ちの方いらっしゃいますか。 133 

本  間 今基本的にやっていくべきことでわかることは、航空学園がどういう温度でい 134 

るのか、具体的には高校なのか専門学校なのかだとか、一体何かというところ 135 

も確認する作業が必要だということが１つ。同時に滝川市の市長部局がしっか 136 

りとそのことを認識する作業はどうやって行うのかということ。その２つがな 137 
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かなか難しいけれども、やらなければならないことだと思います。だから、後 138 

ほど出るのかもしれないけれども、一度学園と市の懇談会的なものができれば、 139 

少し見えてくるのではないかと思ったりしています。 140 

委 員 長 今本間委員が言われたことは、すごく重要なことだと認識しております。航空 141 

学園の考え方というのは、これから２年かけて副委員長、また各委員の皆さん 142 

と向こうとの接触する機会というのをぜひ持ちたいなと思っています。正直、 143 

去年そういう意味合いを込めて議長と商工会議所の副会頭に行っていただいた 144 

のですけれども、どうもうまくいかなかったというようなこともありました。 145 

ここで暫時休憩いたします。 146 

休  憩 １３：４１ 147 

再  開 １３：４３ 148 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 149 

本  間 ２年間かけてということですが、いずれにしても経営する上においていろんな 150 

考え方もあるし、戦略上のことですから、こちらの思いと合致するとは限らな 151 

いし、ただ完全に外してしまうのもおかしい。何かあったときに押さえておい 152 

たらいいのではないかという気持ちもあるかもしれないのだけれども、市とし 153 

てとか、ほかの例えば期成会などというところまでいくと、ある程度学園が前 154 

のめりになっているという確認は先に必要だと。それがないのに話だけ、私た 155 

ちだけ突っ走るという話にはならないと思う。だから、そこのところがどうや 156 

ってやったらいいのかなと思うところではあります。さっき説明されていたけ 157 

れども、委員長としての感触としてはどうなのかお聞きします。 158 

委 員 長 非常に難しいのです。だから、向こうの考え方というのは、今すぐどうのこう 159 

のという動きは多分ないと思っているのです。僕が向こうの方々といろんなと 160 

ころで話をしたりしていく中で、次の学校をどこかに、専門学校なのか、高校 161 

なのか、大学校なのかわからないですけれども、何らかのアクションを起こす 162 

ときというのは多分国の動きもかかわってくるのかなと。つまり航空機産業と 163 

いう意味合いにおいて人材育成というところまできたときに、そういう動きも 164 

視野に入って考えているのかなと。それは、理事長が常に国に働きかけている 165 

ことも情報として知っているので、今本間委員が言われたように、こちらが勝 166 

手に突っ走るのではなくて、向こうの動き、考え方の情報収集も並行して積極 167 

的にやっていこうと考えています。 168 

副委員長 今本間委員と委員長のやりとりがあったのですけれども、確かに向こうの意思 169 

確認というのはすごく大事なことですが、こちら側としても何とか引っ張って 170 

きたいというアクション、そのためには、本間委員から市長部局という言葉も 171 

出ましたけれども、それ以外にも例えば商工会議所とか、いろんな人に、2030 172 

年問題というものもあるし、そういう航空業界全般が今これからどう進んでい 173 

くのだということをまず理解してもらって、興味を持ってもらわないといけな 174 

いのかなと。能登に行ってその話を聞いて、私は愕然とそんなに大変なのかと 175 

いう感じでした。そこら辺をこちらもそれなりに何とか来てもらいたいのだと 176 

いうことを出しながら進めていかなければならないのかなと。ただ、向こうが 177 

やる気がないのにこっちが頑張ってもどうしようもないというのは、これは絶 178 

対あります。 179 

委 員 長 ほかにご意見ありますか。 180 

清  水 先ほど委員長が提起された庁内に部署を設置する。もう一つは何でしたか。 181 
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委 員 長 最初は、いきなり部署というのではなくて、小冊子みたいなものをつくって、 182 

誘致とは限らないですけれども、航空学園とのかかわりを持つ部署をつくって 183 

もらったらどうかということです。 184 

清  水 それと、副委員長が言われたスカイフェスタの費用の予算化ということについ 185 

ては、ここでいろいろ議論されていることが委員会としてどうなのかというの 186 

は、やはり委員会意思という形にしないと。議論することは幾ら議論してもい 187 

いのだけれども、形にするか、しないかというのはまた１つ段階があると思う 188 

のです。だから、総務文教常任委員会はいろんな予算にかかわるわけだから、 189 

総務文教常任委員会がこれだけ予算化すべきという決議をしたら、すごく特別 190 

な印象があるとは思うのだけれども、こういう事情だということだから、それ 191 

は理解を得られると思うのです。金額とかそういうのは詰めなければならない。 192 

そのあたりについて委員長はどうお考えでしょうか。 193 

委 員 長 予算については、今精査した段階でどうなのか、金額的なことをいえば、10万 194 

円程度の予算があって、例えば観光協会を通すのか、またはスカイフェスタに 195 

予算をつけて、そこから航空学園を呼ぶ予算として計上してもらうとかという 196 

方法はあるかと思うのです。ですから、そこら辺で金額的にこのぐらいつけて、 197 

今言ったどの道で向こうにという形になるかはわかりませんけれども、要望し 198 

たいと思っています。 199 

清  水 その２点については私も賛成できるのですけれども、それを唐突にやるのでは 200 

なくて、教育施設を滝川に誘致する可能性があると。そのために行政で今でき 201 

る最低限のことということでこの２点を総務文教常任委員会として求めたいと 202 

いうようなことをやらないと、ただここで議論したことを委員長が総務文教常 203 

任委員会でこういう話になったということでは違うのかなと。やはり委員会意 204 

思というものを明確にすべきだと思います。 205 

本  間 関連してですが、部署というよりも、例えば企画課の中に担当を置いてもらう 206 

とか、そんなものでもいいのですよね。 207 

         それと、もう一つ、スカイフェスタの予算化というのは、多分委員長が言うよ 208 

うに何らかの、直接投入は難しいかと。しっかりと航空学園というものに対し 209 

て予算づけというところには、まだ至る状況にはないと思うのです。だから、 210 

現実には難しいのかなと。ただスカイスポーツに増額するとか、何かそういう 211 

手段はあるのかもしれない。 212 

         もう一つ、時間がかかるということだけれども、例えばＣＡの専門学校だった 213 

らどこでやったらいいのだろうと考えたときに、例えば中央バスターミナルの 214 

跡はどうなのだろう。ただ、そういうことはタイミングがあると思うのです。 215 

そういうものがなくなったら、場所がなくなるということだってないとは言え 216 

ないのです。だから、何かそういうこともにらみながら相手にも発信していか 217 

なければならないのかもしれないし、そういうところの調整は必要だと思うし、 218 

それから高校だったら例えば工業高校をどうつなげていくのかということでし 219 

ょうし、そんなことだっていろんなタイミングとの関係性があるので、タイミ 220 

ングを外したら、うまくいかないとか、何かありそうな気がするのです。だか 221 

ら、そこのつなぎを失敗したらだめかもしれないということはある。そこだけ 222 

は念入りにやっていかなければならならないと思います。 223 

清  水 誘致をすると、先に動いたほうが立場としては弱い立場に立つ。弱い立場とい 224 

うか、お願いする立場とお願いされる立場で、やはり関係をどううまくつくっ 225 
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ていくかは、対等平等というのが一番望ましいのです。航空学園にとってもい 226 

ろんなメリットのあるところを探すわけだから、意外に滝川市が一番いい場所 227 

かもしれない。そこに行くのに、お願いされなくても行きたいところをお願い 228 

してくれるとありがたいと、それだったらこういう条件を出してみようとかと 229 

いうことになってこないとも限らないので、一般論として対等な関係。 230 

         それで、國學院の誘致のときは、金額にするとたしか９億円、10億円近いお金 231 

が動いたわけです。あと、中空知の５市５町からも1,000万円とか500万円とか 232 

動いたりしたことがあるのです。だから、誘致はただで来るということには恐 233 

らくならないのです。当然予算のことも出てくるので、そういうことが必ず将 234 

来生じることでもあるので、総論的にはそういう機関を誘致すると、しかしそ 235 

の場合具体的に市がどういう財政支援をするのか、制度的にそういう支援制度 236 

をつくるのかというようなことについては慎重に進めていくとか、そういうこ 237 

ともきちんと書いて進めていったほうがわかりやすいと思うのです。周りの人 238 

も、お金がかかるのだなと、けれどもたくさんのお金は出さないというような、 239 

全体像が見えるような進め方をしたほうがいいのではないかと思います。 240 

委 員 長 北海道の千歳校ができたときに、学園側が調査したのが千歳、滝川、旭川、北 241 

見、帯広、この５つが候補地として調査に入っているのです。そのときは、滝 242 

川は余り反応がなかったということもあって、千歳に落ちついたと。そのとき 243 

の支援体制がどうだったのか、千歳市の調査はまだしていないので、わからな 244 

いです。それから12年たって、白老校ができています。白老町には調査で皆さ 245 

ん行っているので、わかると思うのですけれども、あそこは農業か漁業関係の 246 

建物を安く提供してもらったという経緯があった。では、國學院の場合はどう 247 

だったのかというと、開校して三十数年になります。その前に期成会が立ち上 248 

がっていて、その期成会ができる前にやはり議会が動いていたらしいのです。 249 

それは、今回の一般質問の中で若干どういう経緯だったのか触れますので、そ 250 

こで明らかになると思うのですけれども、そういった経緯も聞きながら、今皆 251 

さんからいただいたご意見を総括的にまとめて、清水委員が言われるように、 252 

こういう経緯で動いていこうというものがわかるような形でまとめてみたいと 253 

思っています。 254 

         ほかにご意見ございますか。 255 

渡  邊  資料をいただいて、平成26年に滝川市に航空学園通信課程校を開設するという 256 

のはどういうことでしょう。 257 

委 員 長 通信課程校というのは、本校が東京にあります。国技館のところにあるのです。 258 

そこが通信課程専門部の本校になります。通信課程制度の学校というのは、個 259 

人的な話になりますけれども、私の塾業界のようなところが請け負って契約し 260 

ているものです。北海道には今札幌に２校あります。その１つが駅前にある代々 261 

木ゼミナールです。もう一つが民間の学習塾になっております。滝川では、私 262 

のところが契約しているだけなので、実際に活動しません。 263 

渡  邊  今委員長がやっているということですけれども、そういう部分から根を張りめ 264 

ぐらせるような活動というか、議会で委員会でというようになっていますけれ 265 

ども、またこういう部分をやっていくことと、あと滝川市のスカイスポーツ協 266 

会、先ほどスカイフェスタに支援するというような話があったけれども協会と 267 

航空学園との関係がどうなっているのかとか、そういう交わりがあるのかとか、 268 

そういうところも調べることも必要かなと。また、千歳、白老を見てきたわけ 269 
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ですが、就職率はいいけれども、あれだけ募集がされているということは人の 270 

入れかわりが激しいのかなと。就職率がいいというのはわかるのですけれども、 271 

実際の離職という部分の調査も必要ではないかと。実際に学校ができて、働け 272 

るところもあるという一つの示しはあるのだけれども、実際にそれだけ求人が 273 

多いということは、2030年問題と関係があるのかもしれない。本当に満足して 274 

いるのかなというところも、学生が学校に対しての満足度というか、そういう 275 

調査もいかがかなと思います。 276 

委 員 長 その話は先の話になるのだろうと思うのですけれども、私が聞き及んでいると 277 

ころによると、若干離職率は多い業界ではあります。 278 

渡  邊  今委員会としてというのは、そういう下地をつくることからスタートして、い 279 

ろんな調査、それを委員会でやるのか、行政の部署でやるのかということを議 280 

論するということですか。 281 

委 員 長 先ほど言ったように、並行して進めていかなければならないと思っています。 282 

         ほかに何かございますか。 283 

本  間 渡邊委員がおっしゃったのは、要するに誘致をするということに私たちの委員 284 

会が進んでいくため、大前提としてそういう調査が必要だということを述べら 285 

れたということですね。 286 

渡  邊  はい。 287 

本  間 だから、そこに立ち戻っていくと、誘致活動に進んでいくかどうかということ 288 

のある程度の可能性があるとしたら進めたいと思っているのか、そんなものは 289 

必要ないということなのか。この委員会としてどうするのかというのは、思い 290 

込みの大前提だったけれども、今おっしゃったことで崩れていると思いました 291 

し、だからこういうことを進めていくことができるのか、できないのかという 292 

ことですよね、渡邊委員は。 293 

渡  邊  会派自体も皆さんそれぞれの意見を持っています。きょうこのように話をする 294 

ということで、まとめた意見というわけではなくて、委員会として委員として 295 

の発言ということでまずはご理解いただきたい。今本間委員が言う部分につい 296 

て、とりあえず前回副委員長がつくってくれた工程表に沿っていきましょうと 297 

いう確認でもいいのですよね。それを今議論しているわけでしょう。 298 

本  間 この工程表を確認してもらった状態にありますよね。ですから、誘致活動は進 299 

めていきましょうということだと思っていたのだけれども、そこに渡邊委員の 300 

おっしゃる調査というのは、いわゆる学校の価値とか、進むか、進まないかの 301 

結論はそれがないと出せませんということに聞こえるわけです。 302 

渡  邊  進めるのは委員会の部分として今やろうとしているわけですよね。やろうとす 303 

ることに対して、では何が問題になっていくのかということも議論ですよね。 304 

先ほど言った部分のそういう関係はどうなのかとか、それは進んだ時点で出て 305 

くると本間委員は言っているのだけれども、一歩踏み出すといろんなことが出 306 

てくるわけです。その前に、その下地という部分ではやはり議論することが必 307 

要なのかなという意見です。 308 

委 員 長 ここで確認ですが、この案件に関して、総論として皆さんで一致団結して動い 309 

ていくということに関しては何ら問題がないと認識してよろしいでしょうか。 310 

清  水 前回出されたのは余りにも具体的なので、これは委員長、副委員長が出された 311 

案ということですよね。ただ、期成会とかとなると、期成会が設立されてしま 312 

ったら、常任委員会として一致して出る幕は恐らくもうないと思うのです。す 313 
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ごく具体的な話になってくるから、そこでは各論がどんどん出てくるので、考 314 

え方の違いとかも出てきます。さっき言ったように余り具体化しないような総 315 

論の話で理解が得られるような文書をつくっていかないとならないと思います。 316 

副委員長 誤解されると困るのですが、あくまでもこれに案と入れているのは、こういう 317 

流れで、こういう形で進めるという一つのケースなので、何もなしにただ集ま 318 

って、これはいいですか、あれはいいですかとやったら進めようがないのです。 319 

この中で話をしていくと、例えば一番最初のところで進め方の策定とか、業務 320 

予定の確認とかありますけれども、総務文教常任委員会の認識統一とか、でき 321 

ているところと全くやっていないところがあるのです。自治体の調査は全くや 322 

っていないし、だからこういうものをつくっていかないと、話を進めていくに 323 

も進められないのです。これは後ろに延びてもいいのです。これはあくまでも 324 

一つの形で、これを修正しながら１つずつ潰していって、最終的に期成会とい 325 

うのは10年後になるかもしれないし、わからないのです。できるかどうかもわ 326 

からない。けれども、そういうものを挙げてやっていかないと進まないと思い 327 

ます。清水委員の言っているぼかした感じのイメージは、私はわからないので 328 

すけれども、もうちょっと詳しく、どういう感じなのか教えてください。 329 

清  水 つまりこれは参考資料ということで扱いますということです。だから、参考資 330 

料だけれども、委員会として動く、一致するということでいえば、どういうこ 331 

とで一致するかというものをちゃんと文書化して、みんなで文言の整理も含め 332 

てやって、そうすれば委員会としてきちんとやっていけるようにしてください。 333 

これは、参考資料としてはわかりますということです。 334 

本  間 これは、参考資料ではないのでないか。要するにこういうように進めていいで 335 

すかということのひな形で、参考資料ではない。これは参考資料ですと、例え 336 

ば清水委員がおっしゃる何らかの文書でこういうものでというのは、それは反 337 

対ではないです。だから、例えばそういうこともこの中の工程表の中に入れて、 338 

いつまでにつくっていきましょうとか。だから、これはちゃんとみんなが受け 339 

とめてやらないと、参考資料だから、これに基づいてやったらそんなに進める 340 

のかと言われたら、そういう話にはならないと思います。 341 

委 員 長 その内容は一応スケジュール的な内容も含めて書かれていると思うので、その 342 

スケジュールがこれはちょっと時期尚早とか、これはもう少し先にやらないと、 343 

という内容が今皆さんと話をしている内容の中から感ずるものもあります。そ 344 

ういったものも含めて、副委員長が若干の修正案をつくっていただけることに 345 

もなっていますし、きょうお話しいただいた内容を全て再度持ち帰って、私と 346 

副委員長とでこういう形で進んでいくのはどうだろうかという提案をもう少し 347 

具体的にできるのではないかなと思います。それは、いつになるかはまだわか 348 

りませんが、次回のときにお示しをさせていただければなと思っております。 349 

清  水 参考資料ではないということになれば、例えば二重丸は議員主導でしょう、二 350 

重丸の部分についていえば、例えば状況により有志会の結成とかといったら、 351 

これは委員会の活動では全然ないから、こういうのは外してもらわなければな 352 

らない。あるいは、丸の中でも、調査はいいけれども、商工会議所等関係団体 353 

への説明とか、これは委員会として説明するというのは商工会議所がどう受け 354 

取るかといったら、議会の総務文教常任委員会はそこで話したことは言質をと 355 

られるということで、あなたたち、こうやってやっただろうとなってしまうか 356 

ら、こういうのはちょっとまずいと思う。市民理解の醸成で講演会、こういう 357 
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のは広報広聴の一環からまだいいと思うけれども、期成会設立準備業務とか、 358 

これは行き過ぎだと思う。期成会イコールまとまりとなって市に予算要求して 359 

くるものになってくるわけです。そうなったときに、それを常任委員会が準備 360 

をして、これが巨大な動きになったときに委員会はとめられないですよね、進 361 

めたのも委員会であり、行き過ぎだと言うのも委員会でありというようなこと 362 

になると、そこはもう各委員のかなりの各論に入ってくるなと。期成会はいい 363 

にしても、どんな期成会ということについてはかなりの各論だから、期成会の 364 

設立という言葉は外してほしいなと。今の段階で言えるのはそのぐらいです。 365 

渡  邊  期成会という話、設立までの準備段階をやろうとするわけだと思うのだけれど 366 

も、期成会と言ってしまうと、委員会としてあくまでもそこまでをやれるかと 367 

いうところをやるわけでしょう、設立までに委員会としてどこまで関与できる 368 

かとか、そういう中身の範囲であれば、委員会としてやってもいいのかなと思 369 

います。 370 

本  間 ここには議員及び行政で共同となっていますけれども、基本的にはある段階と 371 

いうか、ある仕事内容を超えると多分市役所の仕事でないとできないものにな 372 

ってしまうのだと思うのです。だから、担当を置いてもらう努力をして、もし 373 

かしたらそれに対する若干の予算もつけてもらえるところまで持ち込んで、場 374 

合によったら関連部署をしっかり用意してもらうまでに至るように私たちは働 375 

きかけていくということだと思う。学園に対しても、滝川に出たいと言っても 376 

らうのを、なるべく早くそういう言葉を獲得する、そういう仕事しかできない 377 

のだと思うのです。だから、その先になるような段取りはするけれど、でも実 378 

際全てここに書かれているようなことを我々がやるということにはどっちにし 379 

てもなるものではないですよね。期成会のこととか、誘致要望書とか、いろん 380 

なものについては、我々は確かに応援する立場になるかもしれないけれども、 381 

ただ実務的な立場ではなくなるだろうなと思います。何回も言いますけれども、 382 

そういうものを整理して、本当にこのことに委員会としてかかわっていけるの 383 

かということだけは、あのときいいと言っていたと思ったのだけれども、やは 384 

り違ったというようなことにならないようにしなければならないと思う。そこ 385 

が難しいところです。総論賛成、各論反対とか、明らかに多分一緒の意見にな 386 

らないと思います。 387 

委 員 長 今の話の流れをそっくりそのまま、実は國學院の経緯をしっかり調べてみたい 388 

なと思っています。開校したのが三十数年前で、それに当たって期成会ができ 389 

て、六、七年かかっているといいましたから、その期成会ができる前に議会が 390 

動いたということもあるので、その流れがどうだったのかまだ聞いていないの 391 

で、そこら辺も調査しながら、今回のこの案件に対してこういう動きが議会と 392 

してできないだろうかというお話をさせていただければなと思っています。 393 

 ほかにご意見ありますか。 394 

本  間 多分ここに記載はされていると思うのですけれども、いろんな調査は多少やっ 395 

ていっても構わないですよね。要するにこの委員会全部でないと動けないとい 396 

うことに縛られることはないですね。例えば自分の関係するような人が部署に 397 

いたら、そういうところと懇談してみるとか、そういうことは構わないですよ 398 

ね。それだけ確認させてもらいます。 399 

委 員 長 全く問題ないと思います。 400 

 ほかに何かございますか。 401 
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（なしの声あり） 402 

委 員 長 それでは、すごく中身の濃い活発なご意見いただきましたので、この内容につ 403 

きましても副委員長と精査しながら、またご提案させていただこうと思います 404 

ので、よろしくお願いいたします。 405 

委 員 長 委員から何かありますか。 406 

（なしの声あり） 407 

委 員 長 事務局から何かありますか。 408 

（なしの声あり） 409 

 ３ 次回委員会の日程について 410 

委 員 長 次回委員会の日程につきましては、正副委員長一任願えますか。 411 

（異議なしの声あり） 412 

 それでは、第19回総務文教常任委員会をこれにて閉会いたします。 413 

 ご苦労さまでした。 414 

閉  会 １４：１９ 415 


